
様式第４号（第５条関係） 
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  令和 8年 5月報告 

ふ り が な ゆうげんがいしゃ あるぷす・じー・いー  認定 

ランク 
☆ 

事業所名 有限会社 アルプス・ジー・イー 

概  要 

所 在 地 長野県松本市埋橋１丁目１番３３号 

代 表 者 名 柳沢 昌司 

事業規模 

（主な事業内容 

・従業員数） 

電気工事／管工事／消防施設工事 

 

従業員数：８名（パート・アルバイト含む） 

担 当 者 所属 経営管理部 氏名 竹本 凜佳 

連 絡 先 電話 0263-35-7886 FAX 0263-34-9868 

 

○ 環境に配慮した取組みの内容 

環境に対する理念・方針 

創業より３０数年にわたり、地域とともに経営努力を積み重ねてきました。

今後も社会構造や自然環境の変化に柔軟に対応しながら、より意識を高めた

実践行動を継続していきます。社名の由来である「アルプス」には、雄々し

き連峰の「自然・美しさ」を守り、次世代に継承していく「想い」が含まれ

ています。自然環境への配慮・共存・共生と従業員の働きがいと生きがいを

創出して、関係各社（者）とのパートナーシップを図り、持続可能な経営を

実現していきます。 

環境に関する取組目標 

【省エネルギーの推進】 

 

【ごみ減量の推進】 

 

【廃棄物の適正処理】 

 

【景観・文化保全と創出】 

 

【美化の推進】 

 

具体的な取組内容 
【省エネルギー化の推進】 

→LED照明／省エネルギー型空調機の導入（適正温度での運転含む） 



 

→自動車利用の抑制・効率化【ハイブリッド車の導入／燃費管理／ポスター

掲示による啓発／エコな運搬の推進（自転車の導入）】 

 

【ごみの減量】 

→取引先への簡易包装の呼びかけ・実践 

→エコバッグの利用促進 

→「残さず食べよう！」推進事業所認定 

→リサイクルの推進（社内資料の裏紙使用） 

→グリーン購入製品の使用 

 

【廃棄物の適正処理】 

→一般廃棄物・産業廃棄物の適正処理 

→排出物の把握及び処理方法の周知 

 

【景観・文化保全と創出】 

→文化財及び文化資産への理解、支援 

 

【美化の推進】 

→事業所周辺の定期清掃 

→浸透性舗装の活用 

 

実施結果（成果） 

【省エネルギー化の推進】 

LED照明の導入及び適正温度での運転／冷房 28℃・暖房 18℃ 

→ 

 

【ごみの減量】 

→自社・取引先での簡易包装の実践 

→エコバッグの利用 

→「残さず食べよう！」推進事業所認定済 

→裏紙の使用 

→グリーン購入製品の使用 

 

【廃棄物の適正処理】 

→一般廃棄物・産業廃棄物の適正処理 

→排出物の把握及び処理方法の周知 

 

【景観・文化保全と創出】 

→文化財及び文化資産への理解、支援 



 

【美化の推進】 

→事業所周辺の定期清掃 

→浸透性舗装の活用 

 

課題・問題点と 

その改善に向けた取組み 

課題・問題点 

「エアコンの設定温度（夏 28℃／冬 20℃）」を徹底しようとするが、座席の

位置などにより個人差が出て不満につながりやすい。 

 

改善に向けて 

扇風機やサーキュレーターを併用して室内の温度ムラをなくすとともに、各

自の服装での調節（クールビズ・ウォームビズ）を再度マニュアル化し周知

する。 

 

その他、 

アピールポイント等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


